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「会員管理システム」の現状と未来 
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本日の内容 
 

  ・会員管理システムの現状と問題点 

  ・会員管理システムの未来と希望 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人 別府市医師会 



鉄輪（かんなわ） 

人 口：約１２万人 
会員数：３２２名 
Ａ会員：116名（約63歳） 
Ｂ会員：206名（約57歳） 

※（）内は平均年齢 

【別府市医師会の紹介】 

一般社団法人 別府市医師会 



【現在のシステムと問題点】 

一般社団法人 別府市医師会 

会員管理システムとは？ 
当医師会で・・・どんなユースケースによってシステム化されたのか？ 
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【現在のシステムと問題点】 

一般社団法人 別府市医師会 

【現在のシステムの項目内容】 
 

・属性 
名前、住所、氏名、生年月日、年齢、
性別、病医院名 
 

・連絡先 
電話、ＦＡＸ、E-mail、携帯電話番号 
 

・会員区分 
当医師会区分、日医会員区分 
 

・会員情報 
出身校、入会年月日、退会年月日、 
退会理由、診療科目、開設年月日、 
病床数、医籍登録番号、医籍年月日、 
保険医療機関ｃｄ、保険医番号、 
指定医療機関、認定証番号、 
産業医手帳番号、産業医有効期限、 
更新希望、更新単位満了、他県での
受講記録、更新、実地、専門、合計取
得単位、学校医、嘱託名・・・ｅｔｃ 



【現在のシステムと問題点】 

一般社団法人 別府市医師会 

【メリット＆デメリット】 
自前で作り管理すると・・・ 
【メリット】 
・カスタマイズフリー 
・保守料なし 
・ソフト代が安価 
 
【デメリット】 
・設計者に負担がかかる 
・機能拡張に限界がある 
・ソフトがＯＳの変化に対応できない 
場合は他のソフトに変更するか業者に
依頼することになる。 
 「ＴＨＥ ＣＡＲＤ８」というマイナーなソフ
トで作っており、１０数年使っていました
が、販売中止となりＷＩＮ７にも対応して
いませんのでファイルメーカーに移植す
ることになりました。 
 



【現在のシステムと問題点】 

一般社団法人 別府市医師会 

ファイルメーカーに移植
すると・・・ 
 
Ｗｉｎ７以降に対応、ｉＯＳ
にも対応している。 
 
【改善点】 
職員に会員の顔と医療
機関の場所を覚えても
らうために顔写真と地
図を項目に追加した。 
 
【問題点】 
・ライセンスの購入に費
用がかかる。 
・前システムを十数年
使っていたため、独自
で機能追加している部
分についてのスキル依
存の解消 



【会員管理システムの現在の運用】 

一般社団法人 別府市医師会 

現在は？・・・四枚複写の紙で入退会が行われている。 
会員情報をそれぞれが持つメリットは？・・・ 
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・情報管理がバラバラ 
・紙に変わる運用が必要？ 
 

メリット 
・情報の分散化 
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・システムに経費がかかる 
・情報の統一性がない 
・紙の保管に場所を取る。 
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【会員管理システムの未来と希望】 

一般社団法人 別府市医師会 

希望としては・・・ 
会員情報を一元化し、ＨＰＫＩカードと同期した運用を希望する。 
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【まとめ】 

一般社団法人 別府市医師会 

 ①会員情報の一元化 

  各医師会でシステムを構築するのではなくセンターで一元化した 

  システムを構築し、利用することで都道府県・郡市区医師会のシ 

  ステム構築費や管理費等が軽減される。 

  また、日本医師会内でのデータベースについても同様にする。 
 

 ②会員管理におけるＨＰＫＩカードを利用した利便性 

  ・効率性・真正性の確保 

  ２０１７年には公的個人認証サービスが民間活用されることによ 

  り、各地域で地域医療連携システム等での利用が促進されるため 

  医師認証の真正性が問われることになり、ＨＰＫＩカードの必要 

  性が向上してくるため、効率の良い会員管理の運用と同期をとる 

  ことが必要となる。 



ご清聴ありがとうございました。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴ありがとうございました。
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